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千葉市身障者福祉会

発行広報委員会

平成三十年度重度慰安旅行「渚の駅たてやま」にて
責任者飛嶋信行
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平
成
三
十
年
度
「
重
度
肢
体

障
害
者
日
帰
り
慰
安
旅
行
」
は

雨
と
い
う
天
気
予
報
が
外
れ
、

過
ご
し
や
す
い
天
候
の
下
、
九

月
十
一
日
（
火
）
渚
の
駅
「
た
て

や
ま
」
で
の
施
設
見
学
、
場
所

を
変
え
漁
師
料
理
「
た
て
や
ま
」

で
の
食
事
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

役
員
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
全
員

で
、
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
て

頂
き
ま
し
た
。

市
役
所
で
は
自
立
支
援
課
、

柏
原
課
長
の
激
励
の
ご
挨
拶
と

見
送
り
を
受
け
出
発
し
ま
し
た
。

車
中
で
は
、
高
山
会
長
の
歓

迎
の
挨
拶
と
全
ス
ポ
福
井
大
会

出
場
者
の
発
表
、
九
都
県
市
防

災
訓
練
及
び
、
小
学
校
へ
赴
い

て
の
福
祉
講
話
の
報
告
、
ヘ
ル

プ
カ
ー
ド
に
つ
い
て
の
詳
細
説

明
等
の
話
を
さ
れ
ま
し
た
。

市
の
福
祉
バ
ス
「
た
い
よ
う

号
」
は
順
調
に
走
り
、
渚
の
駅

「
た
て
や
ま
」
に
到
着
。

ま
ず
は
全
員
集
合
で
の
写
真

撮
影
を
二
階
の
展
望
デ
ッ
キ
に

て
撮
影
。
そ
の
後
、
渚
の
駅
「
た

て
や
ま
」
で
有
名
な
さ
か
な
ク

ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
堪
能
。
他
に

も
い
く
つ
か
の
水
槽
に
水
の
生

き
物
が
泳
い
で
い
る
、
小
さ
な

水
族
館
に
も
目
を
奪
わ
れ
ま
し

た
。

ち
ょ
っ
と
し
た
お
買
い
物
の

後
、
本
日
の
食
事
処
、
漁
師
料

理
「
た
て
や
ま
」
を
目
指
し
ま
し

た
。

漁
師
料
理
「
た
て
や
ま
」
で
は

豪
華
御
膳
セ
ッ
ト
を
皆
さ
ん
で

堪
能
し
ま
し
た
。
海
鮮
丼
、
天

ぷ
ら
、
蕎
麦
、
み
そ
汁
、
サ
ラ

ダ
、
お
し
ん
こ
等
か
な
り
ボ
リ

ユ
ー
ム
の
あ
る
昼
食
に
皆
さ
ん

満
足
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

昼
食
の
後
、
隣
接
す
る
お
士

産
屋
さ
ん
で
、
皆
さ
ん
じ
っ
く

り
と
お
土
産
選
び
に
時
間
掛
け
、

あ
っ
と
い
う
間
に
帰
宅
の
時
間

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

今
年
度
の
重
度
慰
安
旅
行
も
、

ト
ラ
ブ
ル
な
く
順
調
に
進
行
し
、

無
事
解
散
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。参

加
さ
れ
た
会
員
．
ご
家
族
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
に
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

又
、
当
会
の
役
員
の
皆
さ
ん

ご
苦
労
様
で
し
た
。

（
旅
行
委
員
会
）
砂
原

I
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千
葉
市
身
体
障
害
者
福
祉

会
の
「
若
葉
区
地
区
会
」
が
平

成
三
十
年
九
月
十
九
日
（
水
）

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

地
区
会
当
日
の
様
子
を
若

葉
区
役
員
さ
ん
か
ら
御
報
告

頂
き
ま
し
た
の
で
、
以
下
に

掲
載
し
ま
す
。

た
い
よ
う
号
を
利
用
し
て
、

成
田
方
面
に
皆
さ
ん
で
行
っ

て
き
ま
し
た
。

晴
天
に
恵
ま
れ
て
、
九
月

十
九
日
（
水
）
午
前
九
時
千
城

台
高
等
学
校
前
か
ら
参
加
者

乗
車
ス
タ
ー
ト
。
小
倉
台
駅

前
で
参
加
者
乗
車
・
最
終
乗

乗
車
は
都
賀
駅
東
口
、
こ
こ

で
参
加
者
全
員
勢
揃
い
。

成
田
空
港
勤
務
の
会
員
、

竹
富
さ
ん
の
道
案
内
で
バ
ス

=苧･ ‘

は
空
港

へ
向
け

出
発
。ま

ず

初
め
に
、

航
空
博

物
館
に

到
着
、

館
内
と

外
の
展

示
場
を

見
学
、

五
階
か

翌ニラT… ■■ I■■■

ら
は
成
田

空
港
が
見

え
、
出
発

待
ち
の
飛

行
機
の
行

列
、
二
階

建
て
の
大

き
な
航
空

機
の
飛
び

立
ち
も
見

え
ま
し
た
。

四
階
の
し

ス
ト
ラ
ン
に
て
、
機
内
食
風

の
昼
食
を
頂
き
ま
し
た
。
博

物
館
入
口
近
く
で
記
念
写
真
、

い
い
顔
撮
れ
た
か
な
？
？

十
二
時
前
に
、
成
田
空
港

第
二
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
向
か
い

タ
ー
ミ
ナ
ル
十
三
番
に
て
バ

ス
よ
り
降
車
。
一
時
間
ほ
ど

館
内
で
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
。

最
後
は
さ
く
ら
山
空
の
駅

で
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
。
こ
こ
で

は
頭
の
上
を
飛
行
機
が
飛
ん

で
い
る
姿
を
見
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
ｏ
そ
の
後
駐
車
中

の
バ
ス
内
で
外
れ
無
し
の
お

楽
し
み
福
引
会
を
実
施
。

三
時
半
過
ぎ
に
さ
く
ら
山

を
後
に
出
発
。
千
城
台
、
都

賀
駅
前
に
無
事
到
着
し
ま
し

た
。

役
員
、
参

ロ力
者
、
ま
た
た

い
よ
う
号
の
運
転
手
様
ご
苦

労
さ
ま
で
し
た
。

（
若
葉
区
役
員
一
同
）
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中
央
区
で
は
こ
の
度
「
中

央
区
地
区
会
」
と
し
て
、
平

成
三
十
年
十
月
十
八
日
（
木
）
、

た
い
よ
う
号
を
利
用
し
川
崎

大
師
、
う
み
ほ
た
る
へ
お
邪

魔
し
ま
し
た
。
当
日
は
雨
の

予
報
も
あ
り
ま
し
た
が
、
す

っ
き
り
と
し
た
秋
晴
れ
の
下
、

ハ
ー
モ
ニ
ー
プ
ラ
ザ
を
九
時

三
十
分
頃
川
崎
大
師
に
向
け

出
発
し
ま
し
た
。
目
的
地
へ

向
か
う
バ
ス
の
車
窓
か
ら
は
、

東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト

や
東
京
ス
カ
イ
ッ
リ
ー
、
フ

ジ
テ
レ
ビ
本
社
お
台
場
等
、

都
会
的
な
風
景
が
流
れ
る
、

湾
岸
道
路
を
走
行
し
ま
し
た
。

第
一
の
目
的
地
で
あ
る
川
崎

大
師
に
は
予
定
通
り
十
一
時

に
到
着
。
ま
ず
は
川
崎
大
師

に
て
集
合
写
真
を
撮
影
、
そ

の
後
、
昼
食
、
散
策
、
お
買

い
物
を
含
め
一
旦
自

由
行
動
。
川
崎
大
師

前
の
仲
見
世
商
店
街

を
散
策
す
る
人
、
ゞ
先

に
昼
食
を
済
ま
せ
る

人
、
川
崎
大
師
の
観

光
を
す
る
人
、
み
な

さ
ん
思
い
思
い
自
由

に
楽
し
ん
で
頂
き
ま

し
た
。
続
い
て
、
次

の
目
的
地
「
う
み
ほ

た
る
」
へ
向
け
出
発
。

南
下
し
ア
ク
ア
ラ
イ

ン
連
絡
橋
を
走
り
、
う
み
ほ

た
る
へ
到
着
。
東
京
湾
の
真

ん
中
に
位
置
す
る
、
う
み
ほ

た
る
。
到
着
後
降
車
時
の
バ

ス
の
扉
が
開
く
や
い
な
や
車

内
に
強
風
が
吹
き
こ
み
ま
し

た
。
最
近
の
穏
や
か
な
気
候

に
比
較
し
て
肌
寒
さ
を
覚
え

る
到
着
と
な
り
ま
し
た
。
う

み
ほ
た
る
館
内
で
は
屋
外
の

強
風
を
気
に
す
こ
と
も
な
く
、

秋
晴
れ
の
海
空
が
窓
か
ら
見

え
る
中
、
皆
さ
ん
お
買
い
物
、

軽
食
な
ど
を
楽
し
ん
で
頂
き

ま
し
た
。
そ
の
後
ハ
ー
モ
ニ

ー
プ
ラ
ザ
へ
向
け
バ
ス
は
出

発
、
東
京
湾
上
の
き
れ
い
な

景
色
を
眺
め
な
が
ら
、
今
後

の
福
祉
会
の
活
動
内
容
が
広

報
委
員
会
の
飛
嶋
よ
り
発
表

さ
れ
ま
し
た
。
道
中
ト
ラ
ブ

ル
も
無
く
、
無
事
ハ
ー
モ
ニ

ー
プ
ラ
ザ
へ
帰
着
。

役
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
様
、
参
加
者
の
皆
様
、
ご

協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
中
央
区役

員
一
同
）

年
末
評
議
委
員
会
開
催
予
告

い高すは人まき
今
年
度
も
千
葉
市
身
体
障

害
者
福
祉
会
「
年
末
評
議
委

員
会
」
が
、
平
成
三
十
年
十

二
月
二
日
（
日
）
十
一
時
よ
り

「
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
み
や
ざ

き
倶
楽
部
一
に
て
開
催
さ
れ

Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
ー

倶
楽
部
砦
に
て
開

み
や

催
さ

す
。
参
加

で
す
。
出

十
一
月
二

．
は
が
き

山
会
長
ま

し
ま
す
。

費
は
曼

欠
の
締

十
五
日

及
び
雷

一

び五の

電日締

で
連
絡

千
円

め
切

ま
で

話
に

を
お

てでり／れざ願

（
広
報
委
員
会
）
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千
葉
市
身
体
障
害
者
福
祉
大
会
開
催
予
告

第
六
十
八
回
千
葉
市
身
体

障
害
者
福
祉
大
会
が
平
成
三

十
一
年
一
月
二
十
日
（
日
）
十

時
よ
り
「
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル

み
や
ざ
き
倶
楽
部
」
に
て
開

催
さ
れ
ま
す
。
第
一
部
で
は

受
賞
者
紹
介
、
来
賓
祝
辞
、

紹
介
。
大
会
宣
言
、
大
会
決

議
等
が
と
り
行
わ
れ
ま
す
。

第
二
部
で
は
懇
親
会
と
し

て
各
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
用

意
し
て
い
ま
す
。
是
非
た
く

さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
参
加
者
は
各
地
区

担
当
者
に
連
絡
お
願
い
し
ま

す
。
締
切
は
十
二
月
二
十
日

（
木
）
で
す
。
尚
、
た
い
よ
う

号
ご
利
用
の
方
は
乗
車
場
所
、

身
体
障
害
手
帳
番
号
を
、
参

加
申
し
込
み
の
際
、
お
申
し

付
け
下
さ
い
。

た
い
よ
う
号
巡
回
ル
ー
ト

行
き
京
成
千
葉
中
央
駅
出

発
（
九
時
）
↓
Ｊ
Ｆ
Ｅ
み
や
ざ

き
倶
楽
部
帰
り
Ｊ
Ｆ
Ｅ

み
や
ざ
き
倶
楽
部
出
発
（
十

四
時
三
十
分
）
↓
京
成
千
葉

中
央
駅
↓
千
葉
市
療
育
セ
ン

タ
ー
（
広
報
委
員
会
）
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幕
張
新
都
心
へ
ル
ブ
カ
ー
ド
推
進
活
動

こ
の
度
、
千
葉
市
で
は

「
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
」
を
よ
り

ま
す
。

今
後
「

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
」

身
近
な
物
と
す
る
活
動
を
の
普
及
を
容
易
に
す
る
為

推
進
し
て
い
ま
す
。
そ
の
に
も
、
足
を
運
べ
る
方
は
、

活
動
の
一
環
と
し
て
「
合
是
非
幕
張
新
都
心
へ
足
を

理
的
配
慮
の
提
供
を
容
易
運
び
、
「
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
」

に
す
る
マ
ー
ク
」
を
検
討
を
利
用
、
感
想
を
お
寄
せ

し
て
い
ま
す
。
今
回
の
モ
下
さ
い
。

デ
ル
と
し
て
美
浜
区
幕
張
「
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
」
は
、

新
都
心
地
区
等
の
協
力
企
千
葉
県
内
の
各
市
町
村
障

業
に
て
、
マ
ー
ク
の
効
果
害
保
健
福
祉
窓
口
ま
た
は

を
実
際
に
使
用
し
て
み
た
各
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
窓

皆
さ
ん
か
ら
声
を
集
め
る
口
等
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

こ
と
と
し
ま
し
た
。
お
問
合
せ
叩

従
来
配
布
さ
れ
て
い
る
一
千
葉
市
障
害
者
自
立
支
援
課

赤
色
の
「
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
」

の
裏
面
に
、
該
当
す
る
「
文

字
マ
ー
ク
」
を
冊
子
か

ら
切
り
取
り
、
貼

付
け
携
帯
し
ま
す
。

り

手
助
け
や
、
困
っ

た
こ
と
が
あ
っ
た
場

合
、
「
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
」

ま
た
は
裏
面
の
「
文
字

マ
ー
ク
」
を
掲
示
す
る

こ
と
で
、
手
助
け
や

配
慮
を
ス
ム
ー
に
す

る
仕
組
み
で
す
。

活
動
期
間
は
２

の1 1
期118
間月年
と3011
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鐘
一
回
転
蝿

識
識

第
一
一
十
四
回
「
干
葉
市
障
害
者
作
品
屋
」

千
葉
市
身
体
障
害
者
福
祉

1

1

団
体
連
合
会
主
催
の
障
害

を
持
つ
人
達
が
精
魂
込
め

た
、
第
二
十
四
回
「
千
葉
市

障
害
者
作
品
展
」
は
十
月
三

日
（
水
）
～
五
日
（
金
）
迄
、
千

葉
市
文
化
セ
ン
タ
ー
五
階
、

市
民
サ
ロ
ン
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。当

会
員
の
受
賞
者
は
以
下

の
通
り
で
す
。

・
千
葉
市
社
会
福
祉
協
議
会
長
賞

「
稲
毛
浅
間
神
社
」
手
工
芸

松
下
徹
雄

、
千
葉
日
報
社
長
賞

「
魂
」
書
道
東
茂
昭

・
努
力
賞

「
舞
」
書
道
長
嶋
や
よ
い

・
努
力
賞

「
ま
ぶ
し
い
」
絵
画

・
努
力
賞

中
村
泰
治

「
あ
じ
さ
い
」
彫
刻

女
池
恵
理
子

・
特
別
参
加
賞
浅
野
恒
夫

．
特
別
参
加
賞
篠
原
友
子

受
賞
者
の
皆
さ
ん
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

尚
、
当
会
の
役
員
さ
ん
に

は
、
会
場
の
設
営
等
に
ご
協

力
い
た
だ
き
心
か
ら
感
謝
し

ま
す
。
（
広
報
委
員
会
）

第
七
十
五
回
「
福
祉
会
ふ
れ
あ
い

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
」
開
催
予
告

千
葉
市
身
体
障
害
者
福
祉
大
会
‐
‐

の
第
七
十
五
回
ふ
れ
あ
い
ボ
ウ
リ

ン
グ
大
会
は
、
平
成
三
十
一
年
二

月
十
日
日
に
鎌

鎌
取
店
五
階
の

取
駅
前
の
イ
オ
ン

ラ
ク
ゾ
ー
ボ
ウ
リ

ン
グ
場
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
集
合

時
間
は
九
時
三
十
分
で
す
。
遅
れ

の
無
い
よ
う
集
合
お
願
い
し
ま
す
。

参
加
費
卵
五
百
円

貸
し
靴
二
二
百
七
十
円

貸
靴
希
望
の
方
は
サ
イ
ズ
の
申

告
も
お
願
い
し
ま
す
。

大
勢
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

申
込
締
切
、
一
月
二
十
五
日
倒

ま
で
に
地
区
役
員
へ
申
し
込
み
下

さ
い
。
（
体
育
委
員
会
）
小
嶋

一
七
十
四
回
一
壱
社
会
曇
ね
壼
い
ボ
ウ
リ
ン
グ
《
一
三
罎
壱

千
葉
市
身
体
障
害
者
福
祉
会
の

第
七
十
四
回
「
ふ
れ
あ
い
ボ
ウ
リ

ン
グ
大
会
」
が
九
月
十
六
日
（
日
）

鎌
取
イ
オ
ン
の
五
階
、
ラ
ク
ゾ
ー

ボ
ウ
リ
ン
グ
場
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
参
加
者
二
十
五
名
、
応
援
者

十
八
名
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加

者
は
楽
し
み
な
が
ら
も
真
剣
に
投

球
し
て
い
ま
し
た
。
表
彰
式
で
は

高
山
会
長
よ
り
優
勝
者
、
細
川
浩

さ
ん
、
杉
山
春
代
さ
ん
に
優
勝

カ
ッ
プ
が
手
渡
さ
れ
◎
祝
福
の
拍

手
の
中
、
無
事
に
終
了
し
ま
し
た
。

役
員
、
参
加
者
の
皆
様
お
疲
れ
様

で
し
た
。
次
回
の
多
く
の
参
加
者

を
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
体
育
委
員
会
）
小
嶋

本
年
も
「
ハ
ー
モ
ニ
ー
プ
ラ

Ｉ
ザ
‐
フ
ー
千
ス
々
４
を
‐
小
‐
－
‐
モ
‐
ニ
ー
‐

プ
ラ
ザ
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

シ
ア
タ
ー
。
「
買
う
」
で
は
あ

め
細
工
実
演
販
売
、
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
他
。
「
体
験
す
る
」

で
は
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、
楽

し
く
学
べ
る
「
点
字
・
手
話
・

車
い
す
」
体
験
＆
ミ
ニ
講
座

等
。
「
食
べ
る
」
で
は
か
ら
あ

げ
、
ハ
ッ
シ
ュ
ド
ポ
テ
ト
、

ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
、
カ
レ
ー
ラ

イ
ス
の
販
売
を
実
施
い
た
し

ま
す
。
当
福
祉
会
で
は
車
い

す
体
験
の
ブ
ー
ス
を
出
展
し

ま
す
。
ま
た
十
一
月
十
七
日

出
十
五
時
三
十
分
か
ら
は
ミ

ニ
コ
ン
サ
ー
ト
＆
イ
ル
ミ
ネ

ー
シ
ョ
ン
点
灯
式
が
行
わ
れ

ま
す
。
み
な
さ
ま
の
お
越
し

を
心
よ
り
お
待
ち
致
し
ま
す
。

開
催
日
時
Ⅱ
十
一
月
二
十
五
、

二
十
六
日
（
土
、
日
）

十
時
～
十
五
時

問
合
せ
先
Ｉ

千
葉
市
ハ
ー
モ
ニ
ー
プ
ラ
ザ

細
工
実
演
販
売
、
フ
リ
ー

ー
ケ
ッ
ト
他
。
「
体
験
す
る
」

は
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、
楽

く
る
「
点
字
・
手

体
験
＆
ミニ

ー
プ
ラ
ザ

「
見
る
」
で
は
ハ
ー
モ
ニ
ー

ア
タ
ー
。
「
買
う
」
で
は
あ

Ｔ
ｅ
’
一
Ｏ
４
３
ｌ
２
０
９
Ｉ
８
８
１
５

Ｕ
Ｒ
Ｌ
《
，
茸
ｇ
、
『
二
三
三
．
ｇ
で
．
胃
．
ご
毒
宮
居
澪
．
茸
三

（
広
報
委
員
会
）

昂
《
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～新入会員のお知らせ～ ☆皆様仲良くしてね☆

福祉会は発足六十七周年を迎えました。更に発展するように、会員募集中です。

知り合いの方や、お近くで身体障害者手帳をお持ちの方を地区役員に紹介ください。（組織委員会）
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高
浜
の
療
育
セ
ン
タ
ー
三

階
に
て
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
サ

ー
ク
ル
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
み
な
さ
ん
和
気
あ
い
あ

い
と
の
ん
び
り
プ
レ
イ
し
て

い
ま
す
。

初
心
者
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
ま

で
ど
な
た
で
も
参
加
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
の
募

集
も
行
っ
て
い
ま
す
。

開
催
日
亜
第
一
、
第
三
火
曜
日

午
後
一
時
～
四
時
頃
迄

代
表
者
《
佐
川
京
子

Ｔ
ｅ
’
二
一
七
八
’
四
五
一
○

高
浜
の
療
育
セ
ン
タ
ー
三

階
に
て
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス

ク
の
サ
ー
ク
ル
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
楽
し
く
プ
レ
イ

し
て
い
ま
す
。

初
心
者
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
ま

で
ど
な
た
で
も
参
加
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
の
募

集
も
行
っ
て
い
ま
す
。

開
催
日
恥
第
二
、
第
四
木
曜
日

午
後
一
時
～
四
時
頃
迄

代
表
者
恥
佐
川
京
子

Ｔ
ｅ
’
二
一
七
八
’
四
五
一
○

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
イ
ス
ク
参
加
者
募
集

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
参
加
者
募
集

平
成
三
十
一
年
三
月
二
日
（
士
）

開
催
の
コ
ン
サ
ー
ト
『
千
葉
・
県

民
音
楽
祭
」
内
に
て
『
チ
ャ
レ
ン

ジ
ド
ス
テ
ー
ジ
（
障
害
を
お
持
ち

の
方
の
ス
テ
ー
ジ
こ
が
催
さ
れ

ま
す
。
こ
の
ス
テ
ー
ジ
に
参
加
さ

れ
る
団
体
を
現
在
募
集
し
て
い
ま

封
干
棚
叩
猟
脾
城
鮨
叶
咋
什
か
細

選
考
会
が
十
二
月
に
行
わ
れ
る
予

定
で
す
。
コ
ン
サ
ー
ト
当
日
は
指

揮
者
『
山
下
一
史
』
氏
そ
し
て
千

葉
交
響
楽
団
と
一
緒
に
演
奏
出
来

ま
す
。
興
味
の
あ
る
団
体
は
是
非

申
し
込
み
し
て
み
て
下
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
亜

公
益
財
団
法
人

千
葉
県
文
化
振
興
財
団

千
葉
・
県
民
音
楽
祭

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
ド
ス
テ
ー
ジ
」
係

〒
狐
‐
畑
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場
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Ⅲ
恥
Ｏ
４
３
１
２
２
２
１
Ｏ
Ｏ
７
７

FAX
■

0

０
４
３
１
２
２
１
１
６
４
３
８

I
、
子
１
四
日
″
Ｊ
ｊ
１
Ｊ
ｈ

Ｔ

ｈ

，

。

。

印

Ｌ

ｄ

Ｆ

０

Ｊ

B咽)C■

旬

◎苗｜
毒害

■年■秀zt?うち直里｡P騨靭郡鰹凹一打F早田毎F峰下起六F三坪A恥…qcll月39

■●し酷,畢宅睦讐.邑昼曲辱印画等■鉱食也己■畦ヨマ厩 ■且奪合いIツ尋し”＃q其テーグj

▼獅擬§“1年屋昭参会屈砺包産11■2勺

■画:似か諾“77〆『“.Nか域1や卿

＝亨酋樺錘啄:筵唖冠《1”104財垂一合》

■堂再Tm正:q巴律1歳”

■▼で詞＆'マ民興矼串零融鳥食且■同冑二W伊■■凸&御．
宣君EDF赴遮倉③位g駐どn年nL.■定し睡国

鶴戦遼悪浄

Ⅱ

写黛zDp1p月 1日咽）かも
印且動0句t1月且■B【月l証 一一々常:． 】ｵ月岡ロ色■

▼■＄○毎1■■ ”ゆ砕幸
もて回.①日.

缶q&蓮も■▼.

争輕■壷.p唾B9ぽいとtOaUP

叩晦F唖函已4F､蝿蝿ﾛ唖■ｻｴ？ETD

唾■'駒哩gj遍心■』毎

■Q戦TFrjWエLFf

pは郡n8mb《■ソ■扉■す v舜働

牟底､ｳ印｡RZ■函14やロ■
勺宣慣其住“､ 曾

笈卑一分

千
葉
・
県
民
音
楽
祭
参
加
団
体
募
集

あ
な
た
の
記
事
、

作
品
も
掲
載
し
ま
せ
ん
か
？

ん障集皆
広
報
委
員
へ

様
か
ら
掲

し
ま
す
。

に
掲
載
し

な
活
動
－

委
員
会し
で
は
、
会
員

載
記
事
を
募

「
ぜ
ひ
千
葉
身

た

い
！
」
「
こ

て
ま
す
！
」

「
み
ん
な
に
知
っ
て
貰
い
た

い
！
」
「
活
動
メ
ン
バ
ー
募

集
し
ま
す
！
」
等
広
い
範
囲

で
募
集
し
ま
す
。

又
、
活
動
以
外
で
も
個
人
←

的
な
作
品
、
例
え
ば
手
工

芸
、
習
字
、
写
真
等
々
、
自

分
の
成
果
を
み
ん
な
に
知
っ

て
も
ら
い
た
い
方
な
ど
、
ほ

ぼ
ジ
ャ
ン
ル
は
問
い
ま
せ
ん

の
で
、
是
非
掲
載
し
て
ほ
し

い
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
ら

連
絡
を
下
さ
い
。

紙
面
の
都
合
上
、
必
ず
掲

載
出
来
る
か
分
か
り
ま
せ
ん

が
、
「
や
っ
て
み
た
い
！
」
と

い
う
方
は
広
報
委
員
会
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も

ご
覧
に
な
れ
ま
す

千
葉
市
身
体
障
害
者
福
祉

会
が
発
行
す
る
本
誌
「
千
葉
身

障
」
は
千
葉
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
閲
覧
が
出
来
ま
す
。

「
千
葉
市
身
体
障
害
者
福
祉

会
」
と
検
索
し
て
も
ら
え
る

と
直
ぐ
に
閲
覧
出
来
ま
す
。

是
非
ご
利
用
下
さ
い

千
葉
身
障
に
関
す
る
ご
意
見
へ

ご
要
望
、
問
合
わ
せ
は
以
下
に

お
願
い
し
ま
す
。

圃
○
四
三
’
二
○
九
’
三
一
一
八
一

吋
○
四
一
一
一
’
二
○
九
’
’
’
三
八
二

高
橋
善
治
様
（
緑
区
）

醍
醐
正
子
様
（
美
浜
区
）

佐
藤
加
代
子
様
（
美
浜
区
）

佐
川
京
子
様
（
美
浜
区
）

毎
回
の
ご
協
力
に
感
謝
し

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
財
務
委
員
会
）
小
倉

■
ロ
日
・
Ｉ
口
Ⅱ
■
■
』
■
ロ
■
。
■
凸
Ⅱ
ロ
Ⅱ
』
Ⅱ
ロ
Ⅱ
色
Ｕ
ｐ
８
ｐ
８
Ｑ
８
１
１
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Ⅱ
・
１
口
８
１
，
８
，
■
■
■
ロ
Ⅱ
■
。
。
Ⅱ
ロ
ー
■
ｐ
色
■
ｐ
８
ｐ
８
■
・
■
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「
千
葉
身
障
」
郵
送
検
討

こ
れ
ま
で
本
誌
「
千
葉
身
障
」

は
各
地
区
理
事
、
並
び
に
評
議

員
に
て
配
達
を
行
っ
て
い
ま
す

し
か
し
昨
今
、
高
齢
化
に
よ

■画■■

○

■■■■■■■■■■再一■■回一回I■■ー■■■■■■■■■■ー再再一一一一


